
 

 

2026 年 9 月 1 日 

日本フォレスト株式会社 

代表取締役 森山 和浩 

株式譲渡契約締結に関するお知らせ 

 

― 資本提携により低花粉且つ成長の早い特定母樹や早生樹 

  の生産体制強化を図り、再造林・脱炭素需要に対応 ― 

 

日本フォレスト株式会社は、このたび、保有する森アグリ株式会社（本社：大分県日田市諸留町

2813-22、代表取締役：諌山和典）の株式の一部を株式会社ホンダトレーディング（本社：東京都

千代田区外神田四丁目 14 番 1 号 秋葉原 UDX 南ウイング 18 階、代表取締役 社長執行役員：林 

克人）に譲渡する株式譲渡契約を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

本株式譲渡後の森アグリ株式会社株式の保有比率は、日本フォレスト株式会 75.1％、株式会社ホン

ダトレーディング 19.9％、森アグリ株式会社役員(2 名)5.0%となります。 

 

今回の資本提携により、森アグリ株式会社は、低花粉且つ成長の早い特定母樹や早生樹の生産体制

強化を進め、国内における再造林需要および森林由来のカーボンニュートラル関連需要への対応を

加速してまいります。 

 

株式会社ホンダトレーディングは、Honda グループの商社として、国内外における幅広い事業ネッ

トワークを有しており、近年は GX・脱炭素分野への取り組みを強化しています。 

今回の資本提携を通じ、日本フォレスト株式会社、森アグリ株式会社および株式会社ホンダトレー

ディングは、森林資源の循環利用に資する取り組みを進め、持続可能な社会の実現に向けた連携を

強化してまいります。 

 

背景 

 

近年、日本では 林野庁を中心に、再造林の推進や森林資源の循環利用を加速させる政策が進めら

れています。 

また、政府が掲げる 2050 年カーボンニュートラル宣言 において、森林による CO₂吸収源の拡大

は重要なテーマとなっており、再造林を支える苗木供給体制の強化が社会的課題となっています。 

一方、自動車業界をはじめとする製造業では、サプライチェーン全体での脱炭素化対応が求められ

ており、再生可能エネルギーをはじめとしたバリューチェーンの構築が課題となっております。 

こうした背景のもと、森アグリ株式会社が展開するスピード苗木の生産事業と、株式会社ホンダト

レーディングが持つ事業ネットワーク・GX 分野への知見を掛け合わせることで、森林循環分野に

おける新たな価値創出が可能であると判断し、今回の資本提携に至りました。 

 

資本提携の目的とシナジー 

 

森アグリ株式会社は、低花粉且つ成長の早い特定母樹や早生樹を中心とした苗木生産事業を展開し

ており、再造林および森林循環を支える供給基盤の構築を進めています。 



今回の提携により、両社は以下の分野で連携を進めてまいります。 

•低花粉且つ成長の早い特定母樹や早生樹苗木の生産能力拡大 

•森林再生・再造林分野での事業連携 

•脱炭素・環境領域における新規事業創出 

•サステナブルな森林循環モデルの構築 

•将来的なカーボンクレジット創出への取り組み 

 

また、日本フォレスト株式会社が培ってきた森林・苗木生産に関する知見に加え、株式会社ホンダ

トレーディングが持つ有するネットワークも生かしながら、森アグリ株式会社は中長期的な事業拡

大および生産体制強化を進めてまいります。 

 

今後の展望 

 

森アグリ株式会社は、苗木生産事業を単なる農業分野ではなく、森林循環と脱炭素社会を支える基

盤事業として位置付けています。 

今後は、 

•再造林需要への対応強化 

•森林吸収源の拡大 

•地域森林資源の循環利用 

•GX（グリーントランスフォーメーション）分野への対応 

•持続可能な林業モデルの構築 

を推進し、日本の森林資源の未来に貢献してまいります。 

                      

 

モリショウグループ代表コメント 

日本フォレスト株式会社 代表取締役：森山和浩 

今回の資本提携は、森林循環と脱炭素社会の実現に向けた長期的なパートナーシップであると考え

ております。 

当社が培ってきた苗木生産の知見と、株式会社ホンダトレーディングが有する幅広いネットワーク

や事業基盤を掛け合わせることで、日本の森林再生に新たな価値を創出してまいります。 

今後は、再造林や森林資源循環の分野において持続可能な事業モデルを構築し、次世代へ森林をつ

なぐ取り組みを進めてまいります。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

日本フォレスト株式会社 山林事業本部 

TEL：0973-26-0750 


